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スズシロノリ(コノハノリ科)は Holmesia
ではない〔予報〕

上 日出夫*

H. MIKAMI : On the character in Holmesia japonica OKAMURA 

「スズγロノリ」は，岡村l)により Botryocartajaponica OKAMURAとして巌初に

発表された。ところが，のちに幻同氏によって品lmesia腐に移されて以来，今日に至っ

ている。筆者の知る限りでは，これまで得られたスズジロノリの箇体は雌性体についての

みであり，その四分胞子体に関しては未だ報告をきかない。筆者は1970年3月下旬，北海

道日高燥似付近において，スズジロノリの胞子体，並びに雌性体を得て，精査を誤みた結

果， スズジロノリは品lmesia属の性質とは凡そ符合しないものであることを確かめる

ζとができたので，ここにその概要を報告する。発表に当り，色々と御教示をいただいた

北大山田名誉教授に対し，深謝申上げる。

体の縛遣について:体の一般的構進については，既に岡村により詳細な記載が行なわれ

たり丸本橿の康長点については， このたび得られた材料において， 更に詳しく調べるこ

とができた。即ち，それは横に関節する頂細胞を有し，第2位列の頂細胞は何れも体の縁

辺に達するけれども，第3位列の頂細胞:乱総てが縁辺に遣するとは限っていない。観察

された限りでは，何れの列においても介生分裂を存しない (Figs，1-2)。

プロカルプについて:本種のプロカノレプは，体表に生じた特別な副校上の中肋に沿って

求頂拘に形E発される。プロカグプは4ケ細胞よりなるカルポゴン校l組と， 2組の中性細胞

とをもっている。 カグポゴン筏のうち， 基部から数えて第2番目の細胞 (cb2) が最も大

形を示す。

護果について:Fig. 6は若いプエ毛プラストの発達を示す。ゴユモプラストの基部に

は癒合細胞が見られる。果胞子は数ケずつ鎖状に逮って生ずる。 rhizoidalcellは受精した

プロカルプをとり巻く体細胞より由来し，二次的に獲果の内壁細胞と連結する。嚢果は成

実業(副秘の基部近くに生じ，短柄を有し，楕円形又は卵円形に脹む σig.8)。

四分胞子獲について:胞子体上には，特別な生殖副校をもたず，従って四分胞子褒は，

直接体表とに広く散在して生ずる。即ち，始めは体上部の周辺部より次第に体中央部に拡

がり，やがて脈部を除く体上部全体を覆うに至る(Fig.9)。

四分胞子袋の発生は皮層細胞に由来する(Fig.10)。
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Fig. 1. Early stage in development of branch. x 370. 

Fig.2. 恥farginof tha¥lus showing later stage in development of branch. x 370. 

Fig. 3. Apical part of female plant showing stag'白 indevelopment of procarp. x 370. 
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Fig. 4. Longitudinal section of young cystocarp showing stage in development of 

auxiliary cell. x 58. 

Fig. 5. The same， more highly magnified. x 230. 

Fig. 6. Early stage in development of gonimoblast. x 112. 

Fig. 7. Carposporangia. x 58. 

Fig. 8. Four sporophylls. x 3.5. 

Fig. 9. Tetrasporangial plant wi也 sorion main blade. x 0.5. 

Fig. 10. Longitudinal section of young tetrasporangial soms. x 58. 

a...apical cell; au…auxiliary cell; c…cyst∞arp; cb..咽 r伊，gonialbranch; Cblo cb2， 
cbs'・.first，second， and third cells of carpogonial branch，詑spectively; cc...central 

cell ; cp"'carpogonium ; fu...fusion cell ; gon...g，∞加.oblast; i2， is...initial cells 
of cell rows of second and third order， respectively sc.・'supportingcell ; stc… 
sterile cells stcl...first group of sterile cells ; Stcl mc， stC2 mc...mother cells 

of first and second groups of sterile cells， respectively rc...rhizoidal cell ; s… 
伺 rposporangia …tetrasporangia.

考察

以上の観察結果に基づくとき，スズジロノリは，その戚長点の示す性質などから推して，

コノハノリ税のDelesserieae亜税，Membrano.μeraグJレ【プに所属することは間違いな

いものと思われる。

さて， KYLINI)D)によると，Membranopteraクツν【フ・中には，Membranoptera属を始

めとして，Pantoneura， Cyclo宅pora，Microrhinus，及ぴ Holmesiaの計5属を含むとさ

れている。

その中で，Holmesiaの場合は，その麗果及び四分胞子援は何れも特別な生殖副校上に，

それぞれ形属されるという特徴をもっ。品lmesia属のタイプ極である H.capensis J. 

AGARDHについて WAGNER6)も，その特色を確認している。ところが， スズシロノリ

においては，畿巣はまさしく副校上に生ずるけれども，四分胞子裂の場合は，既にのぺた

如く，直接体表土に散在して生ずる。その外，タイプ種に見られるような分岐法即ち，中

肋の distalendからの分岐などはスズシロノリでは見られない。更に，Holmesiaでは，

巣胞子が terminallyに生ずる (WAGNER，6)Fig. 83)のに対し，スズYロノリにあっては，

数ケずつの果胞子が違って生ずる乙となどの相違点を加えることができる(Fig.7)。

一方，Holmesia属を除く他の4つの腐の性質と上搬を行なってみても，スズシロノリ

のもつ諸性質に符号するものは全く見当らない。

従って，日本に産するスズジロノリを受け入れるための新しい属を設ける乙とが必要と

なってくると思われる。

なお，そのための更に詳細な記載については，稿を改めて発表したい。
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Summary 

1. The reproductive org.叩sin Holmesia japoni・'caOKAMURA were observed on the 

basis of specirnens frorn Nishi・Sarnani(Hokkaido). Besides the previously known 

female plant， sporangial plant is newly described. 

2. The apex are typical of other Membranoptera group. 

3. The procarps are formed acropetal¥y on the central row of cel¥s of the proliferations 

produced by the blades of female plants. 

4. The pr∞arps consist of a four-cel¥ed carpogonial branch bome on a supporting cel¥， 

and two groups of steri¥e cel¥s pr吋ucedby the same supporting cel1. 

5. The carposporangia are bome in chains. 

6. The rhizoidal cel¥s are derived from primary cel¥s in the vicinity of the fertilized 

procarp. 

7. The tetrasporangial sori occur scatteringly on the rnain thal¥us， not on proliferations as 

in Holmesia capensis J. AGARDH， the type species of its genus. 

Accordingly， the present species (H. japonica) is so sharply distinct from the 

character of Holmesia. 

8. The more detai¥ed description on this alga wi¥l be published in the future. 
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